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自分らしい人生や暮らしのために 特
集

自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
た
め
に
は
、
健
康
管
理
や
人
間
関
係

の
構
築
、
社
会
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

制
度
の
充
実
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
活
用
で
き
る
制

度
や
情
報
を
知
ら
な
い
と
、
本
来
で
き
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
選
択
肢
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。市

立
病
院
を
「
社
会
資
源
」
と
し
て
活

用
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
利
用
で

き
る
講
座
や
制
度
な
ど
彦
根
市
立
病
院
の

機
能
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
地
域
医
療

連
携
室
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内
線

１
２
５
６
番
）

自分らしい人生や暮らしに関するアンケート調査結果

0 20 40 60 80 100
70～75 歳

65～69 歳

60～64 歳

50 歳代

40 歳代

全体 67.8%

43.3%

57.3%

76.6%

83.6%

90.5%
（%）

昨年 9 月に、40 歳以上 75 歳以下の彦根市民
2,000 人（回答率 51.9%）を対象に実施した「『彦
根市立病院地域医療連携推進事業』に伴うアン
ケート調査」の結果、人生の最期まで彦根で暮ら
したいと思う人は、全体で約 7 割を占めていまし
た。

また、人生の最期を自宅で迎えたいと思う人は、

半数を超えています。どちらの質問も、年齢が
高くなるほど「彦根で暮らしたい」、「自宅で最
期を迎えたい」と思う人が多くなっています。

また、自分らしい暮らしを人生の最期まで続
けるために「自分自身の健康管理」が必要と思
う人は、約 9 割を占めていました。（下記グラフ）

出典：「彦根市立病院地域医療連携
推進事業」に伴うアンケート調査0 30 60 90

趣味やボランティア

助け合える仲間

社会保障制度の充実

心地よい家族関係

自分自身の健康管理 85.6%

（%）

60.1%

53.3%

53.0%

43.8%

Q. 人生の最期まで彦根で暮らしたいですか

Q. 住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを
　　人生の最期まで続けるために必要と思うこと

（複数回答）

Q. 人生の最期をどこで迎えたいですか
（複数回答）

0 20 40 60

施設

どこでもよい

病院

自宅

（%）

54.5%

20.0%

4.1%

3.8%
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市
立
病
院
で
は
、
年
に
３
回
の
健
康
講

座
や
下
記
の
出
前
講
座
を
含
む
各
種
講
座

を
実
施
し
、
最
新
の
医
療
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
健
康
講
座
は
、
市
立
病
院
の
医

師
や
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法

士
な
ど
、
各
種
医
療
専
門
職
が
講
師
を
務

め
て
い
る
た
め
、
申
し
込
み
開
始
後
、
す

ぐ
に
定
員
に
な
る
な
ど
、
毎
回
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
講
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。講

座
の
募
集
は
、
広
報
ひ
こ
ね
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「最近、お父さんおしっこが近くて…オムツを履いても
らおうかな」「お母さんが寝込んだけど、着替えが大変…」

「あれ、床ずれかな？お尻が赤い！」
　このような介護はちょっとしたコツを使えば、介護する
人も受ける人も気持ちのよいものです。本講座では、高齢
者のからだの清潔、オムツの当て方・選び方、床ずれ予防、
介護に使える家庭用品などのお話をします。
　今、介護で困っている人、これから介護が必要になるか
も知れない人、不安を安心にかえていつまでも家族が幸せ
に暮らせるよう備えましょう。

市立病院では、地域の皆さんや患者さんに市立病院の
ことを知っていただき、安心して医療を受けられることを
願っています。

講座では「市立病院のかかりかた」や意外と知られて
いない「市立病院の特徴」などについて、○×クイズを取
り入れながら病院職員がお話しします。

市
民
の
「
知
り
た
い
」
に
寄
り
添
う
講
座
を

提
供
し
て
い
ま
す

市民に開かれた病院をめざして、市民のみなさんと医療現場
との交流を目的とした講座です。市立病院のことをもっと知っ
て、楽しみながら健康について学べます。

医師がさまざまなテーマの講演を行うほか、健康体操やコン
サートなども行います。
問い合わせ先　市立病院病院総務課☎ 22-6050（内線 3523）

▲健康講座の様子

入院期間は
期限があるの？

かかりつけ医と市立
病院の関係って？

彦根市立病院健康講座

市立病院のかかりかた
出前講座

知って安心！ 家庭介護講座

出前講座・介護講座は、自治会や趣味
のグループなど、数名の団体へ出張します。
申込・問い合わせ先　市立病院地域医療連

携室☎ 22-6050（内線 1256）

気軽に
申し込

んで

くださ
い
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「
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
自
宅
で
療
養

で
き
る
」、
そ
の
一
助
に
な
り
う
る
市
立
病
院
の
機
能
の
ひ
と
つ
に
「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
看
護
を
提
供
し
ま
す

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
安
心
し
て

療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
か

か
り
つ
け
医
の
指
示
の
も
と
、
看
護
師
が
定

期
的
に
生
活
の
場
を
訪
問
し
ま
す
。

そ
の
人
に
合
っ
た
ケ
ア
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
、
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
☎
27-

０
１
５
１
番

彦
根
市
立
病
院

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ほ
ほ
え
み
）

５
年
前
、
32
週
で
帝
王
切
開
で
誕

生
し
た
娘
は
、
産
声
を
あ
げ
る
こ
と

な
く
、
即
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
に

特
化
し
た
集
中
治
療
室
）
へ
入
院
。
生

後
６
か
月
で
気
管
切
開
を
し
て
、
人

工
呼
吸
器
を
つ
け
た
入
院
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
状
態
が
落
ち
着

く
と
、
当
時
の
主
治
医
か
ら
は
県
外

の
施
設
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
家
で
娘
と
暮
ら
し

た
く
、
市
立
病
院
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。当

時
は
ま
だ
、
小
児
を
対
象
に
し

た
訪
問
看
護
が
少
な
い
中
、
小
児
科

の
先
生
や
訪
問
看
護
師
さ
ん
な
ど
の

協
力
に
よ
り
、
娘
は
訪
問
看
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
と
と
も

に
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

尿
や
痰
の
状
態
、
た
ま
に
鳴
る
ア

ラ
ー
ム
に
心
配
や
不
安
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に

訪
問
看
護
師
さ
ん
に
電
話
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
時
に
は
家
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
日
常
を
送
っ
て
い
ま
す
。

来
年
、娘
は
養
護
学
校
に
入
学
し
、

週
に
２
回
、
お
友
達
と
過
ご
せ
る
こ

と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
家

族
み
ん
な
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
希
望
を
叶
え
て
く
れ
ま

し
た
。
高
齢
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
年

齢
に
関
わ
ら
ず
、
訪
問
看
護
を
利
用

し
て
、
み
ん
な
が
元
気
で
笑
顔
の
あ

る
暮
ら
し
が
送
れ
た
ら
…
と
願
っ
て

い
ま
す
。

どんな人が利用できるの？
●市内在住で、かかりつけ医が訪問看護を必要と認めた人
●乳児から高齢者まで、年齢は問いません。
●利用の際、医療保険・介護保険のどちらでも適用できます。
●身体障害者手帳による負担軽減や公費負担制度も利用できます。

▲訪問看護ステーションの訪問看護師

利用を迷っている
なら相談を

比喜多　美和子さん
葵ちゃん（５）
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特
集 自分らしい人生や暮らしのために

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ９

彦
根
市
長

　大
久
保
　貴

　

現
在
、
当
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
12
名
の
看
護
師
で
１
１
１
件
の

患
者
さ
ん
の
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

訪
問
で
は
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
は
も

ち
ろ
ん
、
介
護
し
て
い
る
人
の
心
配

ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
な
ど
、
介

護
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な

彦根市立病院訪問
看護ステーション
所長　池崎　潤子

市立病院の訪問看護では
このようなことができます

「
家
で
の
暮
ら
し
」
の

　
　
　
　
安
心
を
守
り
ま
す

※尿の排出や薬の注入に
使うチューブ

医療処置

▶︎カテーテル※などの
管理

▶︎医療機器の管理
▶︎床ずれの予防、処置

市立病院は、湖東地域の中
核病院として救急の患者さん
の対応をはじめ、さまざまな
病気に関して専門的な対応を
行っています。そのほか、市
民の皆さんが、住み慣れた地
域で暮らすことができるよ
う、健康に関する情報も提供
しています。万が一、病気に
なった時、安心して医療を受
けていただくための、かかり
方講座、自宅での療養の助け
となる訪問看護などがその一
例です。

市立病院に期待を寄せる 1
人として、彦根で自分らしい
暮らしができるよう、こうし
た病院の取り組みがさらに充
実したものになるよう私も努
力したいと思います。

その他

▶︎終末期ケア
▶︎精神的ケア
▶︎リハビリテーション
▶︎認知症患者の援助

生活の援助

▶︎食事の管理、援助
▶︎排泄の管理、援助
▶︎清潔を保つ援助
▶︎症状の観察、管理

役
割
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

家
族
が
、
訪
問
看
護
を
受
け
な
が
ら

徐
々
に
家
で
の
介
護
に
自
信
を
つ

け
、
患
者
さ
ん
の
希
望
に
添
え
て
い

る
喜
び
を
感
じ
た
り
、
自
身
も
「
将

来
、
自
宅
で
療
養
す
る
姿
が
想
像
で

き
る
」
と
希
望
を
見
い
だ
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
に
接

す
る
と
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
訪

問
看
護
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
や
期
間
は
、
主
治
医
と
相
談
し
な

が
ら
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。
患
者

さ
ん
や
介
護
者
の「
家
で
の
暮
ら
し
」

の
安
心
を
守
る
た
め
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

病院で受ける医療行為をはじめとする看護を、自宅でも受けることができます。
訪問看護により、住み慣れた家や地域で、自分らしく暮らすことができます。
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送
付
し
ま
す

「
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

　口市
保
険
料
課　

　

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を

す
る
と
き
に
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
対
し
、
11
月
中
旬
に
、
次
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

▼
「
平
成
27
年
中
に
納
付
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

▼
「
平
成
27
年
中
に
納
付
さ
れ
た

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
」

※
国
民
健
康
保
険
料
は
、
世
帯
主

が
納
付
義
務
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

※
納
付
済
額
と
12
月
31
日
ま
で
の

納
付
見
込
額
を
お
知
ら
せ
に
記

載
し
ま
す
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

額（
特
別
徴
収
の
金
額
）は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
額
は
、
年
金
保

険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、遺
族

年
金
・
障
害
年
金
な
ど
の
「
源

泉
徴
収
票
」
が
発
行
さ
れ
な
い

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

人
で
、
申
告
に
必
要
な
場
合
は

送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
平
成
27
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人

に
も
、
申
告
を
す
る
と
き
に
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
送

付
し
て
い
ま
す
。

※
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
の
支
払

額
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課

☎
30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

豊
か
な
心
を
育
む
家
庭
づ
く
り

　

青
少
年
に
と
っ
て
、家
庭
で
の
会
話
は
、人
格
を

形
成
す
る
う
え
で
基
礎
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
族
で
何
で
も
自
由
に
話
し
合
い
、
親
子
が
愛

情
と
信
頼
の
絆き

ず
な

で
結
ば
れ
た
明
る
い
家
庭
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　
毎
月
第
３
日
曜
日
は

家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー

　

滋
賀
県
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
の
「
家
庭
の
日
」

を
「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
親
子
が
と
も
に
過
ご
せ
る
時
間
を
つ
く

り
、
対
話
や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
家
族
の
一
員
と
し

て
の
役
割
意
識
や
責
任
感
を
育
て
る
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー　

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

場
所　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
展
示
フ
ロ

ア
期
間　

11
月
20
日
㈮
～
同
30
日
㈪

※
出
品
さ
れ
た
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

有害環境の浄化活動　
市内各駅に設置している白ポストを中心に、露骨な

性描写や暴力的な内容の雑誌・書籍、ビデオ・ＤＶＤ
など、青少年にとって有害な図書などを回収していま
す。

また、販売店やレンタル店での有害図書などの区分
陳列や、青少年に販売しないことなどを、 少年セン
ターが中心になって調査 ･ 指導しています。

「子ども１１０番の家」設置の推進
「子ども１１０番の家」は、登下校時や外出時の子ど

もに万が一危険が迫ったときに、逃げ込むことができ、
保護してもらう家や施設のことです。子どもの安全確
保や犯罪の抑止に役立っています。

彦根市青少年育成市民会議では、11 月を「子ども
110 番の家」推進月間とし、啓発活動および協力依
頼を推進していきます。窓口は、各学区（地区）の青少
年育成協議会または彦根市青少年育成市民会議事務局

（ 子ども・若者課内）と
なっていますのでお
問い合わせください。
「子ども 110 番の

家」設置に、皆さん
のご理解とご協力を
お願いします。
問い合わせ先　 子

ども・若者課 49-
2251、FAX26-
1768

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

▲「子ども 110 番の家」のプレート。
市内で 1,921 件設置されていま
す。（9月 30 日現在）
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11
月
は

仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

月
間
で
す

  

　
　 

口市
人
権
政
策
課
　

仕
事
、
家
庭
、
地
域
生
活
、
個

人
の
自
己
啓
発
な
ど
、
自
ら
の
希

望
に
合
っ
た
形
で
日
々
の
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
の
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
啓
発
月
間
を
機
に
、
日
々

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
講
演
会

講
演　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
イ
ク
ボ
ス

「
な
ぜ
イ
ク
ボ
ス
は
業
績

が
好
調
な
の
か
！
」

日
時　

11
月
30
日
㈪
午
後

２
時
～
同
４
時

場
所　

滋
賀
県
庁
（
大
津
市
）

新
館
７
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

女
性

活
躍
推
進
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７
７
１
番

【新校】
滋賀県立彦根翔

しょう

西
せい

館
かん

高等学校
オープンスクール

平成 28 年 4 月に開校する新しい高校の
オープンスクールを行います。

詳しくは各中学校または下記までお問
い合わせください。
日時　11 月 14 日㈯

【午前の部】受付10：30〜　公開授業
【午後の部】受付13：30〜　学校説明会・

部活動見学
場所　（現）滋賀県立彦根翔陽高等学校（芹

川町）

問い合わせ先　彦根統合新校開設準備室
（滋賀県立彦根翔陽高校内）☎ 23-1491

の
生
活
や
職
場
環
境
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
７
７
番

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
は
12
月
１
日
㈫

ま
で　　口市

臨
時
給
付
金
支
給
室

対
象
者
に
は
、
申
請
用
紙
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。（
児
童
手
当
の
現
況

届
と
同
じ
用
紙
で
す
。
現
況
届
の
提
出
は

保
険
年
金
課
ま
で
）

公
務
員
の
同
給
付
金
の
申
請
は
、

勤
務
先
か
ら
の
証
明
の
入
っ
た
申

請
書
を

臨
時
給
付
金
支
給
室
に

11
月
５
日
㈭
午
前
10
時

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た

際
の
行
動
訓
練
を
行
い
ま
す

 

　   

口市
危
機
管
理
室

気
象
庁
で
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
の
発
生
を
予
想
さ
れ
る
と
、
緊

急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞

き
し
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
起
こ
る

ま
で
の
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。
短

い
時
間
で
慌
て
ず
に
身
を
守
る
た

め
に
と
る
べ
き
行
動
を
事
前
に
知

り
、
訓
練
を
経
験
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
で
は
全
国
一
斉
緊
急
地
震
速

報
の
訓
練
に
合
わ
せ
て
市
有
72
施

設
や
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
で
訓
練
放

送
を
流
し
て
、
緊
急
地
震
速
報
を

受
信
し
た
際
の
行
動
訓
練
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ラ
ジ
オ
放
送
な

ど
を
利
用
し
て
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

放
送
さ
れ
る
施
設
や
、
詳
し
い

訓
練
内
容
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

緊
急
地
震
速
報

あ
わ
て
ず
、ま
ず
は
身
の

安
全
を

家
庭

▼
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机

の
下
な
ど
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る

▼
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な

い
▼
無
理
に
火
を
消
さ
な
い

自
動
車
運
転
中

▼
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯

し
、
周
り
の
車
に
注
意
を

促
す

▼
急
ブ
レ
ー
キ
は
か
け
ず
、

ゆ
る
や
か
に
速
度
を
落
と

す
屋
外

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
注

意
す
る

▼
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の

落
下
に
注
意
す
る

鉄
道
・
バ
ス

▼
つ
り
革
、
手
す
り
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▼
最
寄
り
の
階
に
停
止
さ
せ
、

す
ぐ
に
降
り
る

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
は

12
月
28
日
㈪
ま
で

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請

期
間
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給
付
金

支
給
室
☎
０
１
２
０-
１
５
２

８-

90
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番



82015・11・1

「
家
屋
の
取
り
壊
し
」「
用
途
変

更
」「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変

更
」
は
年
内
に
届
出
を

 
　 
　   

口市
税
務
課

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
（
賦
課
期
日
）
は
毎
年
１
月

１
日
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、
賦

課
期
日
に
資
産
を
持
っ
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

適
正
な
課
税
の
た
め
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
年

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

②
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

（
例　

店
舗
か
ら
住
宅
へ
の
変
更
、別

荘
に
居
住
開
始
）

③
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

し
た
と
き
（
例　

未
登
記
家
屋
の

相
続
や
売
買
）

　

届
出
書
は
、

税
務
課
窓
口
に

あ
る
ほ
か
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

建
物
の
新
築
・
増
築

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査

に
ご
協
力
を

 
　 
　
　
口市
税
務
課

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

●

11月19日(木)午後1時から開催

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
計

算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の
職

員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
と
と
も
に
各
部
屋
を

拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず
建
築
主

か
家
族
の
ど
な
た
か
の
立
ち
会
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
時
間
は
、
30
分
～
１
時
間

程
度
で
す
。
調
査
の
際
に
、
建
物

の
平
面
図
・
立
面
図
な
ど
の
図
面

や
、
仕
様
書
・
設
計
書
、
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ

く
と
、
よ
り
短
時
間
で
正
確
な
調

査
が
で
き
ま
す
。

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

   

滋
賀
労
働
局
・
彦
根
労
働
基
準
監
督
署　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
）
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
国
が
管

理
・
運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で

す
。労

働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
に

未
加
入
の
事
業
者
は
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基

準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番　

彦

根
公
共
職
業
安
定
所
☎
22-

２

５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
１

８
６
番

ご
確
認
く
だ
さ
い

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
有
効
期
限

　　　　電
気
計
器
対
策
委
員
会
事
務
局

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
と
は
、
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
一
括
し
て
電
力
会

社
に
支
払
っ
た
電
気
料
金
を
使
用

量
に
応
じ
て
配
分
す
る
計
器
の
こ

と
で
す
。

検
定
や
基
準
適
合
検
査
を
受
け

た
有
効
期
限
内
の
電
気
の
子
メ
ー

タ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
有
効

期
限
は
、
電
気
計
器
前
面
の
丸
形

ラ
ベ
ル
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

関
西
地
区
証
明

用
電
気
計
器
対
策
委
員
会
事
務

局
☎
06-

６
４
５
１-

２
３
５

５
番

ご回答ありがとうございました

調査の結果は、国・県・市の行政資料に使わ
れるほかに、報告書やホームページなどをとお
して広く公表されます。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、☎ 30-

6143、FAX22-1398

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳しく

はお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 秘書広報課☎ 30-6103、

FAX22-1398

9 2015・11・1

第
28
回

彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
29
回

彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

N

９：１０～１０：００
全面通行止

９：１０～１０：００
城内全面通行止 １

０
：
０
０
～
１
０
：
５
０

車
線
通
行
規
制

８：５０～１０：５０
全面通行止

京
橋
口

駐
車
場

京
橋
口

駐
車
場

９：００～１０：００
全面通行止

県立
野球場
県立
野球場

滋賀
大学

西中

彦根東高

教会

至大津

至米原

JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所

至米原湖周道路

至彦根港

スイミング
センター

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場 陸上競技場

市民
会館

滋賀
大学

西中

彦根東高

教会

至大津

至米原

JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所

至米原湖周道路

至彦根港

スイミング
センター

市民体育
センター

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場 陸上競技場

９
：
０
０
～
１
０
：１
０

全
面
通
行
止

１
０
：
１
０
～
１
０
：
５
０

車
線
通
行
規
制９：００～１０：００

全面通行止

9：0０～１０：５０
全面通行止

９：００～１０：００
城内全面通行止

市民
会館

多目的広場
城北小

近江高

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
会
場
周
辺
の
店
舗
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
、
自
転
車
や
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
　
保
健
体
育
課
内
）
☎
24-

７
９
７
５
番
、
F
A
X
23

-

9
1
9
0
番

11月8日㈰
9：00～10：50

全面通行止エリア

は
じ
め
ま
せ
ん
か

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
（
宅
老
所
）

　
「
地
域
の
中
で
、
気
軽
に
人
と
交
わ
り
た
い
」。「
や
す
ら

ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
は
、
そ
ん
な
願
い
を
持
つ
高
齢
者
の
た

め
に
、
市
内
の
９
か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
家
な
ど
既
存
の
建
物
を
改
修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中

心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
、
お
し
ゃ
べ
り

や
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
気
軽
に
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。
彦
根
市

で
は
、
各
小
学
校
区
に
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
の
開

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
設
・
運
営
に
対
し
て
の
補
助
制
度

（
表
）
も
あ
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
た
め

の
要
件　

①
対
象　

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉

法
人
、
医
療
法
人
な

ど　

②
継
続
し
て

運
営
で
き
る
こ
と　

③
未
開
設
の
小
学

校
区
へ
の
開
設
を

優
先
し
ま
す
。　

▼

未
開
設
の
小
学
校

区　

鳥
居
本
、
佐
和

山
、
城
北
、
旭
森
、

城
南
、
若
葉
、
亀
山
、

稲
枝
北
、
稲
枝
東
、

稲
枝
西

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
福
祉
推
進
課

☎
24-

０
８
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７

０
番

補助上限額
年額　24万円
年額　36万円
年額　18万円

市
内
の
や
す
ら
ぎ

ふ
れ
あ
い
の
館

現
在
開
設
し
て
い
る
や
す
ら
ぎ
ふ
れ

あ
い
の
館
は
次
の
と
お
り
で
す
。開
所
日

や
利
用
料
金
な
ど
詳
し
い
内
容
は
直
接

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

▼
陽
だ
ま
り
の
家
（
平
田
町
）
☎
24-

２
５

７
２
番
（
猪
村
さ
ん
）

▼
た
か
み
や
・
ほ
っ
と
（
高
宮
町
）
☎
23-

１
１
６
３
番
（
馬
場
さ
ん
）

▼
ナ
ル
ク
の
館
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン（
銀
座
町
）

☎
23-

２
５
３
７
番
（
安
田
さ
ん
）

▼
つ
ど
い
（
栄
町
２
丁
目
）
☎
23-

６
１
０

８
番
（
福
永
さ
ん
）

▼
日
夏
木
曜
ハ
ウ
ス
（
日
夏
町
）
☎
28-

０

６
２
５
番
（
成
宮
さ
ん
）

▼
ぬ
く
も
り
の
家
（
中
薮
町
）
☎
21-

２
７

６
４
番
（
有
馬
さ
ん
）

▼
駅
前
く
つ
ろ
ぎ
の
家
（
南
川
瀬
町
）
☎

25-

１
２
７
９
番
（
小
井
戸
さ
ん
）

▼
ふ
れ
あ
い
の
家
ひ
ら
た
（
平
田
町
）
☎

22-

５
６
２
２
番
（
㈳
彦
根
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
）

▼
高
齢
者
相
互
支
援
友
の
会「
ご
え
も
ん

さ
ん
」（
八
坂
町
）
☎
24-

３
３
９
７
番

（
青
木
さ
ん
）
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ひこねエコフェスタ2015　
ひこねエコフェスタは、環境活動に取り組む市民団体・

学校・企業などが参加し、市民の皆さんと関わりあい、環
境について楽しく学び、体験してみることを目的にして
います。「環境ってなんだろう？」という疑問をについて、
いろいろなカタチで感じてみてください。
内容　
▶︎講演　トンボの生態について（環境フォーラム湖東）ほか

▶︎表彰式　緑のカーテン、犬の飼い方・マナーアップ標語
コンテスト

▶︎活動報告　小学生による環境学習発表、出前講座など
▶︎屋外ブース　水質検査や災害時のトイレ体験、焼いも、

生ごみ減量紹介、環境活動紹介、クイズラリーなど
日時　11 月 14 日㈯、同 15 日㈰ 11：00 〜 17：00
場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 ) 湖風祭会場内　環濠周辺屋

外ブース（工学部棟前）、講義棟 A4-201 号室
■当日は学園祭「湖風祭」が開催

今年の湖風祭は、和みある空間創り ( 和 )、環境配慮
( 環 )、地域との繋がり ( 輪 ) の 3 つの「わ」をテーマに、
誰もが参加できる学園祭を目指して開催されます。

模擬店で渡す割り箸を減らすために、箸を持参する
「My はし推進運動」や、車の排気ガスによる大気汚染
を抑えるため、公共交通機関で来場する「ノーマイカー
推進運動」など、『ECO PROJECT( エコプロジェクト )』
という 4 つの環境配慮の活動が実施されます。

問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-
0395

星
空
教
室

秋
か
ら
冬
へ
の
星
座
案
内

〈
内
容
〉
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

星
座
や
天
文
現
象
の
見
ど
こ
ろ
を

案
内
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
11
月

13
日
、
12
月
４
日
い
ず
れ
も
金
曜

日
の
午
後
７
時
～
同
９
時
　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏

町
）　
〈
対
象
〉
天
文
に
興
味
の
あ

る
人　
〈
費
用
〉
３
０
０
円
（
小
学

生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
悪
天
候
な
ど
の
中
止
の

場
合
は
午
後
４
時
に
決
定
し
ま
す
。

開
催
の
有
無
を
確
認
し
て
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

稲
部
遺
跡
発
掘
調
査

現
地
説
明
会

〈
内
容
〉
発
掘
調
査
で
縄
文
時
代

か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の
遺
構
と
遺

物
が
検
出
さ
れ
、
同
遺
跡
は
弥
生

時
代
後
期
後
半
か
ら
古
墳
時
代
の

前
期
を
中
心
と
す
る
愛
知
川
流
域

の
拠
点
集
落
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
検
出
さ
れ
た

遺
構
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
職

員
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
同
３
時
（
小
雨
決
行
）　
〈
集

合
場
所
〉
み
づ
ほ
保
育
園
駐
車
場

（
稲
部
町
）　
〈
そ
の
他
〉
集
合
場
所

の
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
公
共
機
関
を
利
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
〈
費
用
〉

無
料　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
文
化

財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番　

荒
神
山
自
然
の
家

使
用
の
申
し
込
み

〈
内
容
〉
　

平
成
28
年
度
（
平
成
28
年

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
）
の

「
荒
神
山
自
然
の
家
」の
使
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

平
成
28
年
度
の
夏
休
み
期
間
中
は
、

休
所
日
（
月
曜
日
）
も
全
て
開
所
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
先
着
順
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
申
込
開
始
日
〉
　

11
月
18

日
㈬
午
前
９
時
～　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の

家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

28-

１
８
７
２
番
（
月
曜
日
は
休
所
）　

※
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
窓
口
受
付
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。
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〈
対
象
〉▼
３
歳
児
＝
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
同
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児　

▼
４
歳
児

＝
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
同
24

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児　

▼
５
歳
児
＝
平
成
22
年
４
月

２
日
か
ら
同
23
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児　
〈
募
集
人
員
〉

左
表
の
と
お
り　
〈
応
募
資
格
〉幼

随時受付中

11月1日㈰
～平成28年
1月8日㈮

11月1日㈰
～12月4日㈮

自衛官等採用試験
募集種目 応募資格 申込期間

自衛官候補生

平成28年4月１日
現在、18歳以上27
歳未満の人、学歴不
問、男子のみ

詳しくは自衛隊滋賀地方協力本部ホームページをご
確認ください。
申込・問い合わせ先　自衛隊滋賀地方協力本部彦根
地域事務所（旭町）　☎・FAX26-0587

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般採用）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦採用）

平成28年4月１日
現在、15歳以上17
歳未満の人、中学校
卒業者または中等
教育学校の前期課
程修了、男子のみ

児
の
保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と（
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で

に
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場

合
を
含
み
ま
す
）　
〈
入
園
申
込
書
の

交
付
〉
▼
期
間　

11
月
16
日
㈪
～

12
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）　

▼
場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
、
総
合
案
内
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、
各
出
張
所
、

幼
児
課
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）　
〈
入
園
申
込
の

受
付
〉
▼
期
間　

11
月
24
日
㈫
～

12
月
１
日
㈫　

午
後
１
時
～
同
４

時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）　

▼
場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園（
入
園
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）　

※
入

園
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園
を
希

望
す
る
幼
児
１
人
に
対
し
て
、
幼

稚
園
１
園
で
す
。　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉　

幼
児
課
☎
23-

９
５
９
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

な
か
よ
し
！

キ
ッ
ズ
荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉
　

小
学
校
低
学
年
が
対
象

の
自
然
体
験
活
動
で
す
。
野
外

ク
ッ
キ
ン
グ
や
自
然
遊
び
を
し
て

美
味
し
く
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉
　

11
月

23
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時　
〈
場
所
〉
　

荒
神
山
自
然
の
家

（
日
夏
町
）〈
対
象
〉
　

小
学
１
年
生
～

３
年
生
〈
定
員
〉
　

20
人
程
度
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
　

千
円
（
材
料
費
）　

〈
申
込
期
間
〉
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

～
同
10
日
㈫
（
同
４
日
㈬
、
同
９
日

㈪
は
休
所
）〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
☎
28-

平
成
28
年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の
受
付

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８

７
２
番　

※
電
話
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
者

に
は
詳
し
い
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

※彦根幼稚園池州分園の募集はありません。
※平田幼稚園は、平成 29 年度から（仮称）平田認定こども園へ
移行するため、平成 28 年度に新築工事を行う予定です。工
事期間中は、園児の活動エリアが制限されますので、ご理解
とご協力をお願いします。

幼稚園（所在地）

彦根幼稚園（本町一丁目）
高宮幼稚園（高宮町）
平田幼稚園（平田町）　
稲枝東幼稚園（稲部町）
旭森幼稚園（東沼波町）
城北幼稚園（松原町）
金城幼稚園（大藪町）　
佐和山幼稚園（芹川町） 
城陽幼稚園（日夏町）

４歳児
70人
70人
70人
35人
70人
35人
70人
70人
35人

募集人員
３歳児
50人
25人
50人
25人
50人
25人
50人
25人
25人

5歳児

若干人
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魚
の
さ
ば
き
方
教
室

〈
内
容
〉
　

タ
イ
、
サ
バ
、
ア
ジ
を
３

枚
に
お
ろ
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉11

月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
同

４
時
頃　
〈
場
所
〉
　

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
安
食
中
町
）
調
理
実
習
室　

 

〈
定
員
〉
　

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
〈
費
用
〉
　

千
円　
〈
申
込

期
限
〉11
月
14
日
㈯
（
必
着
）　
〈
持

ち
物
〉
　

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り

用
の
容
器　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
彦
根
総
合
地
方
卸
売
市
場
㈱

（
〒
５
２
９-

１
１
５
２　

安
食
中
町
３

２
７
）☎
25-

２
５
１
８
番　

※
は

が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

性
別
⑤
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し

介護相談員を募集します

業務内容
グループホームやデイサービスセンター

などのサービス事業所を 2 人 1 組で定期的
に訪問します。よりよい介護サービスに向け
て、利用者の声を事業所に伝える仕事です。

応募要件　
▶︎ボランティア精神があり、介護や高齢者福

祉施策に関わって地域づくりに貢献する
意欲のある人（資格不要）。

応募期間　11 月 2 日㈪〜 12 月 11 日㈮
募集人数　2 人
応募方法　 介護福祉課までお問い合わせ

ください。
問い合わせ先  介護福祉課☎ 23-9660、　

FAX26-1768

ま
た
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
に
親
し

む
機
会
と
し
て
、「
プ
ラ
ザ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
公
演
に
出
演
を
希

望
す
る
人
（
個
人
ま
た
は
団
体
）
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
募
集
部
門
等
〉

下
表
の
と
お
り　
〈
出
演
資
格
〉次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
個
人
ま

た
は
団
体 

（
団
体
の
場
合
は
、
①
・
②

に
該
当
す
る
人
を
含
む
こ
と
）①
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る

②
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る　

〈
出
演
時
間
〉 

１
人（
１
団
体
）約
20

分　

※
転
換
（
準
備
・
撤
収
）
の
時

間
を
含
み
ま
す
。　
〈
定
員
〉 

各
部

門 

６
人
（
団
体
）
程
度
※
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
後
、

12
月
初
旬
に
連
絡
し
ま
す
。　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
11
月
１

日
㈰
～
同
29
日
㈰（
必
着
）　
〈
注
意

事
項
〉
内
容
に
よ
り
出
演
部
門
の

変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
出
演
順
は
、
部
門
別
の
出

演
者
会
議（
１
月
中
旬
開
催
予
定
）で

決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集

要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
事
業
課
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎

26-

８
６
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８

６
０
２
番　

※
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

部　門

舞踊

クラシック
バレエ

児童劇

チャレンジ

邦舞・邦楽

内　容

フラメンコ、モダンダンス、エアロビクスなど

器楽、声楽、合唱など

バレエ

幼児・児童向けの人形劇、紙芝居、演劇など

他の５部門に該当しないもの

日本舞踊、新舞踊、詩舞、三曲、琵琶、詩吟など

公演場所
（ひこね市文化プラザ）

グランドホール

エコーホール

グランドホール

メッセホール

エコーホール

エコーホール

平成28年
２月11日（木・祝）  
２月13日㈯

２月14日㈰

２月20日㈯

２月20日㈯

２月21日㈰

14：00

14：00
14：00

13：30

15：00

14：00

開演日時

し　ぎんび 　わ

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
た

め
の
施
設
見
学
会【
岐
阜
県
】

〈
内
容
〉
　

彦
根
愛
知
犬
上
地
域
の

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
を
検
討

し
て
い
る
自
治
会
や
、
土
地
所
有

者
を
対
象
に
先
進
の
ご
み
処
理
施

設
へ
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
　

12
月
２
日
㈬
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
集
合
時
間
は
午

前
８
時
30
分
。
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

〈
野
瀬
町
〉
駐
車
場
に
集
合
）　
〈
視
察

先
〉ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
中
濃
（
岐

阜
県
関
市
）、
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
（
同
県
可
児
市
）　
〈
定
員
〉
　

40
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
限
〉
　

11

月
25
日
㈬
午
後
５
時　
〈
そ
の
他
〉
　

昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦

根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
建
設

推
進
室
☎
35-

０
０
１
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
35-

４
７
１
１
番　

※
同
組

合
ま
た
は
各
市
町
の
担
当
窓
口
に

置
い
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
」
出
演
者　

〈
内
容
〉
　

日
頃
の
舞
台
芸
術
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
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わ
た
し
の
気
づ
き

徳
谷　

は
る
な 

さ
ん

（
彦
根
総
合
高
校
１
年
）

　

私
が
小
学
５
年
生
だ
っ
た
と
き
、

１
ケ
月
に
１
～
２
回
、
夜
、
母
と

一
緒
に
出
か
け
る
場
所
が
あ
っ
た
。

町
内
に
あ
る
集
会
所
で
、
母
の
知

人
や
そ
の
子
ど
も
が
何
人
か
集
ま

り
、
い
つ
も
楽
し
く
話
や
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
た
。
私
は
１
才
年
上
の

先
輩
女
の
子
数
人
と
一
緒
に
い
る

の
が
楽
し
み
で
毎
回
母
に
つ
い

て
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
最
近
楽
し

か
っ
た
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
な
ど
い
ろ
ん
な
話
を
み
ん
な
が

少
し
ず
つ
し
た
。

中
学
生
に
な
り
、
部
活
動
を
始

め
た
私
は
、
夜
に
な
る
と
ク
タ
ク

タ
で
眠
く
な
り
母
に
つ
い
て
行
か

な
く
な
っ
た
。

中
学
２
年
に
な
り
家
族
旅
行

で
出
か
け
た
と
き
、
新
幹
線
の
駅

の
ホ
ー
ム
で
私
た
ち
が
次
の
新
幹

線
を
待
っ
て
い
る
と
、
既
に
停
車

し
て
い
る
新
幹
線
に
手
を
振
っ
て

い
る
女
性
が
い
た
。
こ
の
新
幹
線

が
出
発
時
刻
に
な
っ
た
た
め
、
安

全
の
た
め
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ

え
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、

同
じ
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
の
う
ち
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
監
視

カ
メ
ラ
か
ら
見
て
い
る
の
か
私
た

ち
の
近
く
で
手
を
振
る
女
性
だ
と

わ
か
る
よ
う
な
言
い
方
で
、『
危
険

で
す
か
ら
白
い
服
の
女
性
、
柵
か

ら
さ
が
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
い

始
め
、
女
性
は
ホ
ー
ム
に
い
る
人

の
視
線
を
集
め
て
い
た
。
私
の
母

が
「
別
れ
を
惜
し
ん
で
気
が
つ
か

な
い
の
か
な
？
」
と
笑
っ
た
。
私

も
そ
う
思
っ
て
見
て
い
た
。
す
る

と
母
が「
違
う
！
あ
の
人
は
今
、手

話
で
『
ま
た
ね
』
っ
て
し
て
い
た
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
て
な
い
ん

だ
！
」
そ
う
言
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
で

女
性
の
方
へ
走
っ
て
行
っ
た
。
身

振
り
手
振
り
で
話
し
か
け
て
い
る

母
の
姿
は
少
し
お
も
し
ろ
く
見
え

た
。
そ
し
て
、
女
性
は
母
に
向
っ

て
何
度
も
頭
を
下
げ
て
い
た
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
終
わ
っ
て
、
新
幹
線

も
出
発
し
た
。
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
戻
っ
て
き
た
母
は
「
や
っ
ぱ
り

聞
こ
え
て
な
か
っ
た
み
た
い
。
危

な
い
か
ら
下
が
る
よ
う
に
と
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
て
ま
す
よ
、
っ
て
こ
れ

だ
け
の
手
話
が
全
然
で
き
な
か
っ

た
わ
。」
と
笑
っ
た
。
駅
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
は
健
聴
者
に
は
聞
こ
え
て

も
、
ろ
う
者
に
は
何
も
伝
わ
ら
な

い
、伝
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。近

く
に
何
人
も
立
っ
て
い
た
駅
員
も
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
伝
わ
ら
な
い
女
性

に
近
寄
っ
て
伝
え
る
こ
と
を
し
な

い
様
子
に
少
し
ム
カ
つ
い
た
。

母
が
１
ケ
月
に
１
～
２
回
通
っ

て
い
た
場
所
は
手
話
サ
ー
ク
ル

だ
っ
た
。
楽
し
い
話
も
ゲ
ー
ム
も

手
話
を
楽
し
く
覚
え
る
た
め
の
手

段
だ
っ
た
。
母
は
今
も
手
話
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
と
思
う
。
そ
れ

で
も
「
手
話
サ
ー
ク
ル
に
行
っ
て

き
ま
ー
す
！
」
と
楽
し
そ
う
に
出

か
け
て
い
く
。
な
ぜ
手
話
サ
ー
ク

ル
に
出
か
け
る
の
か
を
尋
ね
て
み

た
。
す
る
と
「
Ｙ
さ
ん
や
他
の
人

の
話
が
楽
し
い
か
ら
。」だ
そ
う
だ
。

Ｙ
さ
ん
は
全
く
耳
が
聞
こ
え
な
い
。

私
も
知
っ
て
い
る
人
で
、
み
ん
な

に
話
し
か
け
て
く
れ
る
し
、
Ｙ
さ

ん
は
表
情
豊
か
で
話
す
内
容
が
お

も
し
ろ
い
。
母
は
、「
Ｙ
さ
ん
は
聞

こ
え
な
い
け
ど
、
私
の
話
す
こ
と

を
、
口
を
見
て
読
み
取
っ
て
く
れ

る
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
同
志
の

会
話
も
聞
こ
え
る
人
と
の
会
話
も

一
緒
。
私
は
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ

り
し
た
い
だ
け
。
手
話
は
ち
ょ
っ

と
ず
つ
覚
え
て
い
く
わ
。」
と
笑

う
。
私
は
、
Ｙ
さ
ん
と
母
を
通
じ

て
、
健
聴
者
と
ろ
う
者
の
繋
が
り

が
特
別
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
実

感
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

小
学
生
だ
っ
た
頃
の
私
は
、
Ｙ

さ
ん
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
だ
と

い
う
認
識
が
な
か
っ
た
。
１
才
年

上
の
先
輩
た
ち
は
、
中
学
生
に

な
っ
て
も
時
々
サ
ー
ク
ル
に
行
っ

て
み
ん
な
と
の
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
Ｙ
さ
ん
の

子
ど
も
も
そ
の
先
輩
の
中
に
い
た

が
、
健
聴
者
だ
っ
た
。
学
校
で
三

者
懇
談
が
あ
る
と
、
手
話
で
通
訳

を
す
る
と
聞
い
て
す
ご
い
な
ぁ
と

思
っ
た
。
母
に
そ
う
い
う
と
、「
Ｙ

さ
ん
の
家
で
は
普
通
の
こ
と
と
違

う
か
な
。
あ
な
た
が
お
母
さ
ん
と

話
を
す
る
の
に
地
元
の
言
葉
を

使
っ
て
話
す
の
と
同
じ
と
違
う
？

選
　
　
評

中
学
２
年
の
家
族
旅
行

で
出
会
っ
た
駅
で
の
出
来
事
。

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
書
き
ぶ
り

か
ら
、
聴
覚
障
害
者
だ
と
気

づ
き
行
動
を
起
こ
す
お
母
さ

ん
の
様
子
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
手

話
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
聴
覚

障
害
者
に
対
す
る
お
母
さ
ん

の
思
い
に
は
、
な
る
ほ
ど
と

読
み
手
を
納
得
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の

後
ろ
姿
を
見
て
人
権
感
覚
を

豊
か
に
し
な
が
ら
成
長
す
る

作
者
の
姿
が
、
目
に
浮
か
ぶ

作
品
で
す
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
み
た
い
に
標
準

語
で
話
さ
な
い
し
、
必
要
な
も
の

を
必
要
な
時
に
使
っ
て
る
だ
け
か

な
、と
思
う
よ
。」
と
言
っ
た
。
そ

う
か
。
Ｙ
さ
ん
の
家
で
は
手
話
を

使
っ
た
り
、
人
の
口
を
読
み
取
る

こ
と
は
、
私
が
母
と
話
す
こ
と
と

同
じ
で
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
の
だ
と
気
づ
い
た
。

金
子
み
す
ゞ
の
「
私
と
小
鳥
と

鈴
と
」
の
一
文
の
よ
う
に
、
み
ん

な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
と
い
う
こ

と
に
気
づ
け
た
よ
う
に
思
う
。

※
掲
載
し
て
い
る
学

年
は
応
募
当
時
の

も
の
で
す
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同
様
の
不
審
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
相
手
の

手
口
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
ま
す
が
、
お
か
し
い
な
ぁ

と
思
っ
た
ら
「
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま

す
」
と
言
っ
て
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

相
手
の
目
的
は
お
金
を
払
わ
せ
る
こ
と
で
す
。「
後

で
お
金
は
返
す
か
ら
一
旦
立
て
替
え
て
ほ
し
い
」「
あ

な
た
の
名
誉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
解
決
す
る
た
め

に
は
お
金
が
必
要
」な
ど
と
支
払
い
を
求
め
て
き
ま
す

が
、
絶
対
に
お
金
を
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は
不
可

能
で
す
。ま
た
現
金
書
留
以
外
の
方
法
で
お
金
を
送
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宅
配
便
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
、封
筒

で
お
金
を
送
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
ら
、詐
欺
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、

電
話
機
の
留
守
番
機
能
や
発
信
番
号
表
示
機
能
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
事
前
に
「
こ
の
電
話
は
録
音
し
ま
す
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
相
手
に
伝
え
た
う
え
で
、自
動
的
に
通

話
内
容
を
録
音
す
る
「
通
話
録
音
装
置
」
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
、あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
不
審
な
電
話
番
号

か
ら
の
着
信
を
自
動
的
に
着
信
拒
否
す
る「
自
動
着
信

拒
否
装
置
」と
い
っ
た
新
し
い
防
犯
ア
イ
テ
ム
も
あ
り

ま
す
。

「
お
か
し
い
な
ぁ
」
と
思
っ
た
時
や
、
不
安
に
な
っ

て
困
っ
た
時
に
は
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や
８
８
」

大
手
企
業
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
市

内
に
老
人
ホ
ー
ム
が
建
つ
の
で
入
居
し
な
い
か
」

と
言
わ
れ
た
。
入
居
す
る
つ
も
り
は
無
か
っ
た
の

で
「
入
ら
な
い
」
と
返
事
を
し
た
。「
彦
根
市
の
住

民
で
な
い
と
入
居
す
る
権
利
は
な
い
。
本
当
に
い

ら
な
い
の
か
」
と
し
つ
こ
く
聞
か
れ
た
の
で
、「
入

ら
な
い
」
と
答
え
た
。

す
る
と
、「
他
市
の
住
民
で
入
り
た
い
と
言
っ
て

い
る
人
が
い
る
。
申
し
込
み
を
し
て
あ
げ
た
い
の

で
名
前
を
貸
し
て
く
れ
な
い
か
。
決
し
て
あ
な
た

に
迷
惑
は
か
け
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
不
思
議
だ
っ
た
が
、
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
の
な
ら
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
承
諾
、
電
話
を
切
っ
た
。

翌
日
、
再
び
男
か
ら
電
話
が
入
り
、「
あ
な
た
の

名
前
で
購
入
し
た
こ
と
が
会
社
の
上
司
に
知
れ
た
。

名
義
貸
し
は
法
律
違
反
な
の
で
事
件
と
し
て
扱
わ

れ
る
」
と
言
わ
れ
た
。「
昨
日
、
絶
対
に
迷
惑
を
か

け
な
い
と
聞
い
て
い
た
か
ら
承
諾
し
た
。
警
察
に

相
談
す
る
」
と
伝
え
て
一
方
的
に
電
話
を
切
っ
た
。

そ
の
後
、
何
度
も
電
話
が
か
か
る
が
出
て
い
な

い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

第8２
回

電
話
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
は
さ
ま
ざ
ま

最
近
の
相
談
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
次
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

燃
や
す
ご
み

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
燃
や

し
て
い
ま
す
。
９
０
０
度
以

上
の
高
温
で
燃
や
す
こ
と

に
よ
り
、
有
害
物
質
で
あ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を

抑
制
し
て
い
ま
す
。
最
後
に

残
っ
た
焼
却
灰
の
大
半
は
大

阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
）
へ
運
ば
れ
て
、
埋
め
立

て
を
し
て
処
分
し
ま
す
。

一
部
の
灰
は
建
設
資
材
な

ど
に
利
用
す
る
た
め
に
リ
サ

イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。

埋
立
ご
み

毎
月
１
度
の
収
集
日
に
回

収
し
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ

た
埋
立
ご
み
は
、
中
山
町
に

あ
る
中
山
投
棄
場
へ
運
ば
れ

ま
す
。
そ
こ
で
は
回
収
車
か

ら
下
ろ
さ
れ
た
ご
み
を
選
別

し
て
か
ら
埋
め
立
て
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
埋
め
立
て
で

き
な
い
も
の
も
混
ざ
っ
て
い

た
り
し
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

は
最
終
的
に
埋
め
立
て
処
分

し
て
い
ま
す
。
埋
立
処
分
場

に
埋
め
る
こ
と
の
で
き
る
ご

み
の
量
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
分
別
し
、
で
き
る

だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
埋
め
立
て
る
ご
み
の
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

彦
根
市
で
は
埋
め
立
て
る

ご
み
の
量
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
に
、
10
月
か
ら
蛍
光

管
の
分
別
回
収
を
始
め
て
い

ま
す
（
８
月
１
・
15
日
号
24
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

家
か
ら
出
た
ご
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
（
第
一
回
）

▲蛍光管の回収
ＢＯＸ
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サッカーの次に、ブラジル中で愛されているも
のの一つに、「バーベキュー」があります。

ブラジルに住んでいた時には、あまり自覚があ
りませんでしたが、来日して多くの人からバーベ
キューについて聞かれたり、故郷にいる家族や友
だちと電話で話したら「ナターリャが今度帰って
きたら、バーベキューをしようよ」と言われたり
して、バーベキューをするのはブラジルの国民的
な趣味なのではないかと思うようになりました。

バーベキューは、ブラジルと日本を比べると、い
くつかの違いがあります。ブラジルの場合、バー
ベキューはお肉を食べる食事会なので、野菜など
がほとんどありませんが、ただ一つ、欠かせない
野菜料理があります。それは「ヴィナグレーチ」
という料理です。この料理は、酢で味をつけたト
マトやピーマンなどを使った酸っぱいサラダのこ
とで、お肉とよく合います。

その他に、日本ではバーベキューは夏で友だち
や家族と一緒に楽しみたい時にするイメージがあ
りますが、ブラジルの場合は仲がいい人と楽しみ

たい時だけではなく、誕生日パーティーや学校の
卒業など、何かの出来事を祝いたい時にもするこ
とが多いです。

もう一つの違いは、ブラジルにはバーベキュー
のできる設備がどこにでもあります。日本でも一
軒家に住んでいる人は自分の庭でバーベキューを
することがありますが、ブラジルの多くのマン
ションやアパートの中にはバーベキューのできる
共有のパーティールームがあります。一軒家に
住んでいなくても屋内でバーベキューができます。
近頃、屋外で行うバーベキューは「バーベキュー
禁止」の場所が増えてきているようですが、何年
か前までには制限があまりなかったため、どこの
湖や海に行ってもバーベキューをしているブラジ
ル人を見ることができました。

日本人は外国に行くと和食が恋しくなるように、
ブラジル人は外国に行っても親しみがあるバーベ
キューをしたくなると思います。

最近は日本でもブラジル風バーベキューが食べ
られるお店がありますので、機会があればブラジ
ル風の「バーベキュー」、いわゆる「シュハスコ」
を楽しんでみてはいかがでしょうか。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第17回  ブラジルの国民的な趣味

ナターリャ
の部屋

▼
い
き
い
き
講
座
受
講
生
作
品
展　

　

11
月
15
日
㈰
～
同
28
日
㈯ 

午
前
９
時

～
午
後
９
時
（
28
日
㈯
は
、午
後
３
時
ま
で
）

▼
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

講
座
老
後
を
見

据
え
た
人
生
設

計
と
マ
ネ
ー
管

理
を
考
え
る

11
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

～
同
11
時
30
分

（
定
員
30
人　

受
講

料
２
０
０
円
）

▼
１
日
体
験
講
座

　

(

表
の
と
お
り)

11
月
１
日
㈰
か

ら
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

先　

ひ
こ
ね
燦

ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）

☎
26-

７
２
７
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
秋
祭※受講料は一律200円（ひこね燦ぱれす会員カードを持っている人は、無料）

講　座　名

今すぐ役立つ！
実用筆ぺん体験講座
写真の取り込み方と
カレンダーづくり
パソコンで

素敵な年賀状づくり１
パソコンで

素敵な年賀状づくり２
クリスマスにピッタリ！

多肉植物を使ったリースづくり
ハワイアンミュージックに乗せて
フラダンスを体験してみませんか

日　程
11月15日㈰   
9：30～11：30

11月22日㈰  
10：00～12：00

11月23日（月・祝） 
10：00～12：00

11月23日（月・祝） 
14：00～16：00

11月23日（月・祝）
10：00～11：30

11月23日（月・祝）
 14：00～15：30

定　員

３０人

各20人

20人

30人

パ
ソ
コ
ン

会場：燦ぱれす

会議室

視聴覚室

会議室

多目的ホール

教材費

無料

無料

2,000円

無料
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主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
高 宮 学 区 文 化 祭
ひこね第九オーケストラのメンバーによるピアノトリオ「ケイ＆エルフ」
第 4 1 回 彦 光 会 展
ひこね市文化プラザ劇団四季「クレイジー・フォー・ユー」
稲 枝 地 区 文 化 祭
鳥 居 本 学 区 文 化 祭
旭 森 地 区 文 化 祭
彦 根 市 幼 児 画 展 　 き ら き ら 広 場
河 瀬 地 区 文 化 祭
みずほ寄席VO L . 1 3「秋の夜長に落語会」
南 地 区 公 民 館 文 化 祭
彦 根 市 少 年 少 女 書 写 展
M O A 美 術 館 　 彦 根 児 童 作 品 展
華道翠香流いけ花展　花の空間　書の空間
滋賀大学オーケストラ　第32回定期演奏会
ウルフルズツアー2015　ボンツビカイカン～ホール編～【彦根】
第3回彦根亭落語会　落語体験教室　桂 米紫ほか
第3回彦根亭落語会　月亭八方・桂 南光　上方落語会
彦 根 吹 奏 楽 団 　 第 3 5 回 定 期 演 奏 会
' 1 5 ア ー ト ス ペ ー ス 彦 根 展
彦 根 市 少 年 少 女 美 術 展
狂 言 風 オ ペ ラ 関 連 企 画 　 狂 言 親 子 教 室

11月1日㈰～3日(火・祝）
11月3日(火・祝）
11月6日㈮～8日㈰
11月7日㈯

11月7日㈯・8日㈰
11月7日㈯・8日㈰
11月7日㈯・8日㈰
11月7日㈯・8日㈰
11月7日㈯・8日㈰
11月14日㈯

11月14日㈯・15日㈰
11月14日㈯・15日㈰
11月14日㈯・15日㈰
11月14日㈯・15日㈰
11月15日㈰
11月21日㈯
11月23日(月・祝）
11月23日(月・祝）
11月23日(月・祝）

11月27日㈮～29日㈰
11月28日㈯・29日㈰
11月29日㈰

1日13：00～16：30（2・3日10:00～）
13:00（開場12：30）

9：30～16：30（8日は16：00まで）
17:30（開場17：00）

9：00～16：00（7日は15：00まで）
7日18：00～20：00、8日9：00～15：30
9：30～16：30（8日は15：00まで）
9：00～16：30（8日は16：00まで）
9：00～16：30（8日は15：00まで）
18:00（開場17：30）

9：00～16：30（15日は15：00まで）
9：00～17：00（15日は16：30まで）
10：00～16：00（15日は14：30まで）
10：00～17：00（15日は16：30まで）

14:00（開場13：30）
18:00（開場17：15）
11:00（受付10：30）
14:00（開場13：30）
14:00（開場13：00）

9：30～17：00（29日は16：00まで）
9:00～16：30
13:00（開場12：30）

高宮地域文化センター
文化プラザ・グランドホール2Fロビー
市 民 会 館・ギャラリー
文化プラザ・グランドホール
稲 枝 地 区 公 民 館 ほか
鳥 居 本 地 区 公 民 館 ほか
旭 森 地 区 公 民 館
中 地 区 公 民 館
河 瀬 地 区 公 民 館 ほか
み ず ほ 文 化 センタ ー
南 地 区 公 民 館
市民会館・ギャラリー
グ リ ー ン ピ ア ひ こ ね
ビ バ シ テ ィ 彦 根
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・グランドホール
文化プラザ・メッセホール
文化プラザ・エコーホール
文化プラザ・グランドホール
市民会館・ギャラリー
み ず ほ 文 化 センタ ー
文化プラザ・エコーホール

無料
無料
無料
有料
無料
無料
無料
無料
無料
有料
無料
無料
無料
無料
有料
有料
有料
有料
無料
無料
無料
有料

【11月の行事】

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭

新成人のつどい
日時　平成28年1月10日㈰ 10：45 〜 12：15（受

付 10：00 〜）

内容　成人式典・祝賀記念交歓会
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）グランドホール
対象　市内在住の平成7年４月２日〜同8年４月１日

生まれの人
※ 12月１日 現 在

で、市内に住民
登録のある新成
人 に は、12 月
初 旬 に 案 内 状
を送付します。
12月18日㈮に
なっても案内状
が届かないときはお問い合わせください。

※市外在住で、彦根市の「新成人のつどい」に参加
を希望する人は、12月18日㈮までに連絡をして
ください。

※車で来場する場合は駐車場が混雑しますので、早
めに来場してください。

問い合わせ先　 生涯学習課☎24-7974、FAX23-
9190

秋の市民音楽祭
市内の音楽団体による演奏会を行います。合

唱、吹奏楽、管弦楽によるすてきな歌声や音色
をお楽しみください。
日時　11 月 1 日㈰ 13：00（開場 12：30）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホー
ル

出演団体（出演順）混声合唱「i」、女声合唱 彦根
水すまし、陵水フィルハーモニー管弦楽団、ひ
こね第九オーケストラ、彦根 JOY ジュニア
オーケストラ、マンドリン合唱団アンサンブ
ルひこね、彦根市民合唱団フィルハーモニッ
ク Shiga、彦根市少年少女吹奏楽団、滋賀県
立大学吹奏楽部、スカーレット・ウィンド・
オーケストラ、彦根東高等学校吹奏楽部、滋
賀大学オーケストラ

費用　無料
問い合わせ先　彦根市民音楽祭実行委員会（古川

さん）☎・FAX23-0391
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

ひ こ ね で 朝 市 11月15日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
秋 の 収 穫 祭

11月6日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品などを販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

街 中 サ ロ ン 11月11日㈬、同21日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

元気21歩こう会
11月21日㈯

13：30～15：00
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
市 民 体 育 セ ン タ ー
（ 松 原 町 ）

松原の磯山神社から彦根城を眺めます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

11月10日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870
若年性認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを
共有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

11月14日㈯
10：00～11：30

乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコなどの遊具
をそろえ、「室内遊園地」を開園します。
対象：乳幼児とその保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
軽 運 動 室

難聴者教室
「聞こえにくい・聞こえな
い障害を持つ人のコミュ
ニケーションを考える」

11月15日㈰
13：30～16：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
研 修 室

聞こえる人との壁をなくすために、聴覚障害者の職業をテー
マに調査研究を行う講師による講義です。
滋賀県中途失聴難聴者協会事務所（　聴覚障害者センター内）
FAX077-561-6116、Eメール post@shiga-nancyo.jp

福祉の職場説明会 11月18日㈬
14：00～16：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
ビ バ シ テ ィ ホ ー ル

福祉の職場を希望されている人を対象に、職場説明コー
ナーなど福祉関連の就職活動を支援します。
　介護福祉課☎23-9660、FAX26-1768

花かたばみ（あなた
と 共 に ） の 会

11月21日㈯
14：00～16：00

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

身近な人に囲まれて自宅で最後を迎えたいと願う人や、そ
の家族の交流、情報交換の場です。
費用：200円（茶菓子代）
訪問看護ステーションふれんず（柴田さん）☎49-2531　

平成27年度
彦根市平和祈念式典

11月22日㈰
10：30～

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

戦没者の遺徳をしのび、追悼の誠を捧げるとともに、平
和で明るい社会の建設を目指し式典を開催します。
彦根市平和祈念式典実行委員会事務局（　社会福祉課）
☎23-9590、FAX26-1768

聖泉大学30周年記念講演会
「ツレがうつになりまして」

11月22日㈰
13：30～15：00
（受付13：00）

聖 泉 大 学
（ 肥 田 町 ）

パートナーのうつ病の闘病を描いた「ツレがうつになり
まして」の作者である細川貂々（てんてん）さんと、夫の
望月昭さんによるトークショーです。
定員：150人（先着順）
申込方法：直接事務局で申し込むか、電話、FAX、ホー
ムページなどから申し込んでください。

聖泉大学地域連携交流センター事務局
☎43-7510、FAX43-5201

近畿歴史まちづくり
サ ミ ッ ト

11月22日㈰
13：30～16：30

上 七 軒 歌 舞 練 場
（ 京 都 市 上 京 区 ）

近畿圏の歴史まちづくりに取り組んでいる都市の発表です。
定員：350人（先着順。事前申込必要）申込期限：11月13日㈮
　都市計画課☎30-6124、FAX24-8517

差別をなくし人権を尊ぶ
あなたと私のつどい

11月28日㈯
13：00～15：30

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

講演：「子どもの声を受けとめる社会とは～いじめ問題を通して～」
講師：桜井千恵子さん　
その他：託児（11月24日㈫までに申し込み）、手話通訳あり
つどい事務局（　人権教育課内）☎24-7976、FAX23-9190

障がい児・者とともに
集 う 音 楽 会

11月28日㈯
12：30～
（開場12：00）

滋 賀 県 立 大 学
（ 八 坂 町 ）
交 流 セ ン タ ー

クリスマスコンサートにふさわしい演奏や催しを開催します。
NPO法人障害者の就労と余暇を考える会メロディー
☎・FAX45-1929　E メール melody_kotou@yahoo.co.jp
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第231回

井
伊
直
弼
は
彦
根
藩
井
伊
家
13
代
当
主

で
あ
り
、
ま
た
幕
末
期
に
江
戸
幕
府
大
老

を
勤
め
た
人
物
と
し
て
有
名
で
す
が
、
加

え
て
、
文
化
人
と
し
て
も
多
く
の
業
績
を

挙
げ
て
い
る
人
物
で
す
。

直
弼
は
、
文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
10
月

29
日
に
生
ま
れ
、
32
才
ま
で
を
彦
根
で
過

ご
し
ま
し
た
。
彦
根
時
代
の
直
弼
は
、
井

伊
家
を
継
ぐ
見
込
み
も
な
く
、
ま
た
他
大

名
へ
の
養
子
縁
組
み
も
成
立
し
な
か
っ
た

た
め
、
将
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
状

況
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
で

も
、
文
武
諸
芸
の
鍛
錬
に
精
を
出
し
、
禅
・

茶
の
湯
・
和
歌
、
そ
し
て
国
学
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

国
学
と
は
、
古
代
の
文
献
か
ら
日
本
独

自
の
文
化
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
で

す
。
そ
の
中
で
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀

な
ど
の
古
典
、
和
歌
、
そ
し
て
古
語
を
理

解
す
る
た
め
の
文
法
に
つ
い
て
も
研
究
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

直
弼
は
、
天
保
13
年(

１
８
４
２)

、
国
学

者
の
長
野
義よ

し

言と
き

に
弟
子
入
り
し
、
国
学
を

学
び
始
め
ま
す
。
長
野
は
の
ち
に
直
弼
の

政
治
的
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
活
躍
す
る
人
物

で
す
が
、
２
人
の
関
係
は

学
問
の
師
弟
関
係
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

天
保
13
年
秋
、
直
弼
は

長
野
よ
り
「
か
つ
み
ぶ
り
」

を
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
長
野
が
著あ

ら
わ

し
た
古
語

の
研
究
書
で
す
。
そ
の
２

年
後
、
直
弼
は
「
か
つ
み

ぶ
り
」
を
も
と
に
、「
勝か

つ

見み

不ぶ

利り

新し
ん

図ず

」
を
作
成
し
始

め
ま
し
た
（
写
真
）。

当
時
直
弼
が
記
し
た
手

紙
に
よ
る
と
、「
か
つ
み
ぶ

り
」
は
初
心
者
に
と
っ
て
は
少
し
内
容
が

過
剰
で
あ
る
箇
所
が
多
か
っ
た
の
で
、「
か

つ
み
ぶ
り
」
の
内
容
を
一
目
で
わ
か
る
よ

う
な
便
利
な
も
の
を
執
筆
し
て
み
た
、
と

あ
り
ま
す
（
弘
化
元
年
〈
１
８
４
４
〉
８
月
23
日

付　

摂
専
〈
福
田
寺
の
住
職
〉
宛
書
状
）。

「
勝
見
不
利
新
図
」
に
は
、
最
上
段
に
活

用
の
種
類
（
四
段
、
一
段
、
中
二
段
…
）
ご
と

に
動
詞
（
飽あ

く
、
着
る
、
超こ

す
…
）
が
分
類
さ

れ
て
列
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に

語
尾
が
変
化
し
て
い
く
か
（
未
然
言
、
続
用

言
、
切
止
言
…
）、
そ
し
て
変
化
し
た
語
尾
に

ど
の
よ
う
な
語
が
接
続
さ
れ
る
か
が
、
表

と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
詞
の
文
法

を
一
覧
で
き
る
よ
う
記
し
た
も
の
で
、
現

在
、
学
校
の
古
文
の
授
業
で
習
う
活
用
表

と
同
様
の
も
の
で
す
。

直
弼
は
長
野
に
つ
い
て
国
学
を
学
ん
で

い
ま
し
た
が
、
そ
の
難
し
さ
に
苦
心
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
表
を
作
成
し

て
い
た
時
期
に
は
、
国
学
へ
の
理
解
が
大

き
く
進
展
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
直
弼
は

手
紙
の
中
で
、
自
分
は
国
学
の
知
識
も
な

く
、
長
年
国
学
に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
近
頃
、
疑
問
に

思
っ
て
い
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
が
解
決
し

た
、
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
長

野
の
教
え
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
時

節
を
得
た
（
ふ
さ
わ
し
い
時
期
と
な
っ
た
）
も

の
で
、
雲う

ん

霧む

が
晴
れ
た
（
目
の
前
を
お
お
う
も

の
が
な
く
な
り
、
物
事
が
は
っ
き
り
す
る
）、
と

述
べ
て
い
ま
す
（
弘
化
元
年
11
月
18
日
付　

摂

専
宛
書
状
）。

直
弼
は
、
義
言
に
つ
い
て
学
び
、
そ
し

て
自
身
で
も
た
ゆ
ま
ず
国
学
を
研
究
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
結
実
し
、
あ
る

と
き
視
界
が
一
気
に
開
け
る
よ
う
な
境
地

に
達
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

真
摯
に
学
問
と
向
き
合
い
、
そ
し
て
学

び
続
け
た
そ
の
姿
勢
は
、
後
年
江
戸
幕
府

大
老
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
重
要
な
素

地
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

青
木
俊
郎
）

　
　

時
節
を
得
て
雲
霧
が
晴
れ
る　

―
井
伊
直
弼
、
国
学
に
開
眼
す
―

写
真
の
資
料
は
、
11
月
24
日
㈫
ま

で
、
彦
根
城
博
物
館
テ
ー
マ
展
「
学

び
の
人 

井
伊
直
弼
」
で
展
示
し
ま

す
（
期
間
中
無
休
）。

▲井伊直弼筆「勝見不利新図」　動詞活用表部分
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11月の休館日　2日㈪、9日㈪、16日㈪、24日㈫、30日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

　今年 5 月に公開された彼女の主演映画
「ゆずり葉の頃」の上映に加え、女優・八
千草薫さんと映画監督・中 みね子を招い
てお話しいただきます。「想いを貫く」…
日本を代表する名優の映画人生を通じて
語られる穏やかにして熱烈なエールがそこ
にはあります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者はひこね市文化
プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

指定

ギャラリートーク 　
11月28日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

ほ
会

ほ
会

んんものの
”

“

いの出のと
常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

観覧料が必要
化粧道具一式を入れた手箱。有栖川宮家（ありすがわのみや

け）から井伊家14代直憲（なおのり）に嫁いだ宜子（よしこ）の婚
礼調度です。筆の１本１本にいたるまで、全ての道具に有栖川
宮家の家紋である三横菊紋が蒔絵で表わされています。

常設展示「“ほんも
の”との出会い」では、
譜代大名筆頭・井伊家
に伝来した名宝を中心
に80点あまりを展示し
ています。

11月23日（月・祝）まで 

叢梨地菊三横菊紋眉作箱
む ら な し　じ　

チ　ケ　ッ　ト　発　売　情　報

シリーズ　直弼のこころ　
11月24日㈫まで　
「学びの人  井伊直弼」

い　   い なお　すけ

テ

　
　ー

　
　マ

　
　展

直弼は、禅、国学、和歌、居合、兵学など、文武諸芸を学んで
いました。その際、先人の著述を徹底的に読み込み、そこから自分
の考えを導き出していました。本展では、生涯をかけて幅広く、そ
して奥深く学び続けた直弼の姿を紹介します。

12月 5 日㈯ 13：30/17：30　 
12月 20日㈰14：00 　　　　　
12月23日（水・祝）13：00　　　　　　　　　
12月 25日㈮19：00 　　
2016年 1月17日 ㈰ 10：30/14：30 
2016年 2月27日 ㈯ 15：00 　　

【11月7日㈯9：00発売】一　般 2,300円
高齢者・障害者・学生2,200円
【11月3日（火・祝）9：00発売】
友の会2,000円　　　※未就学児入場不可

弓籠手 ( ゆごて ) から草鞋 ( わらじ )
に至るまで、揃いの品一式を備えた
鮮やかな朱色の甲冑に、江戸時代の
名工が制作した刀剣やこれを収める
拵 ( こしらえ )。本展では、井伊直弼
の武の出で立ちを一挙に公開します。

き く み つ よ こ ぎ く も ん ま ゆ つくりばこ

12月6日㈰ 12：00　グランドホール
ひこね市民大学講座
特別講座　八千草薫「ゆずり葉の頃」上映

2016年1月31日㈰ 14：00　グランドホール
ひこね市民大学講座
特別講座　岸 博幸　講演会
　TV、新聞、雑誌など多くのメディア
で活躍中の元経済産業省キャリアの岸 
博幸さんが、経済の話をわかりやすく
話します。

【11月14日㈯9：00発売】一　般 2,000円
　高齢者・障害者・学生1,800 円
【11月8日㈰9：00発売】友の会1,500円
　　　　　　　　　　※未就学児入場不可

指定

30周年記念 島津亜矢コンサート2015 ありがとう～30年の想いを込めて～
第18回ひこね市民手づくり第九演奏会
よしもとクリスマスお笑いライヴｉｎひこね
SILENT LOVE 純名里沙with 笹子重治 クリスマスコンサート
スーパー戦隊レジェンドライヴ2016
井伊直弼公生誕200年記念事業 狂言風オペラ“コジ・ファン・トゥッテ”

現在発売中の公演

シリーズ　直弼のこころ
11月27日㈮～12月23日（水・祝）

「井伊直弼の甲冑と刀剣」
かっ  ちゅう

◀
朱
漆
塗
紅
糸
威
縫
延
腰
取
二
枚
胴
具
足

（
13
代
直
弼
所
用
）

10月 15日号に掲載した「よしもとお笑いライブ in ひこね」の内容に一部誤りがありました。お詫びして訂正します。
【誤】当日券は500円増　→　【正】当日券は一律3,500円
【誤】高齢者（65歳以上）・障がい者・学生3,150円　→　【正】高齢者・障がい者・学生割引はございません

お詫びと
訂正
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
火
災
予
防
運
動

は
、
一
人
ひ
と
り
に
火
災
予
防
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、

火
災
予
防
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
、
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
火
の
取
り
扱
い
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
消
防
団
に
よ
る「
家
庭
防
火
診
断
」

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
消
防

団
が
地
域
内
に
あ
る
住
宅
の
火
気

の
取
り
扱
い
状
況
な
ど
を
診
断
し

ま
す
。

出
火
の
危
険
性
な
ど
を
把
握
し

て
、
火
災
の
発
生
を
な
く
し
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
１
１
９
番
の
日

地
域
住
民
と
消
防
を
つ
な
ぐ
電

話
番
号
に
ち
な
ん
で
昭
和
62
年
か

ら
11
月
９
日
を「
１
１
９
番
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。
消
火
活
動
や
救

急
・
救
助
活
動
は
１
分
１
秒
も
無

駄
に
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
慌
て
て
し
ま
い
場
所
な

ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
害
が

拡
大
し
て
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、

助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
正
し
い
１
１
９
番
通
報
が
、
迅
速
・

的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
」

「
慌
て
な
い
で
通
報
で
き
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
過
信
は
禁

物
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
電
話

機
の
そ
ば
に
自
宅
の
住
所
や
電
話

番
号
な
ど
の
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く

な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正

確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

■
停
電
時
の
１
１
９
番
通
報

停
電
時
に
は
、
家
庭
や
職
場
の

固
定
電
話
機
や
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
光

電
話
な
ど
は
基
本
的
に
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
携
帯
電
話
や
公
衆
電
話

な
ど
か
ら
１
１
９
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

通
報
で
き
る
電
話

▼
公
衆
電
話

▼
停
電
対
応
の
電
話
機

▼
携
帯
電
話

通
報
で
き
な
い
電
話

▼
光
回
線
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話

▼
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
を
利
用
し
た
Ｉ

Ｐ
電
話

▼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
回
線
を
利
用
し
た

（
固
定
・
Ｉ
Ｐ
）
電
話

▼
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

▼
加
入
電
話
（
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の

商
用
電
源
使
用
し
て
い
る
も
の
）

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
通

信
指
令
課
☎
22-

０
１
１
９
、Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
１
１
９

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

消防本部管内の小・中学生に、正しい火の取り
扱いや住宅用火災警報器の設置を推進する作品を募
集し、次のとおり入賞作品を決定しました。

▶︎彦根市消防長賞
　久保田優

ゆう

兵
へい

さん ( 城西小６年 )

▶︎彦根防火保安協会会長賞
　辻　穂

ほの

香
か

さん ( 甲良中２年 )

▶︎金賞
牧田悠

ゆう

仁
じん

さん ( 河瀬小２年 )、伊村美
み

玲
れい

さん ( 城南
小６年 )、山下玲

れ

奈
な

さん ( 南中１年 )

▶︎銀賞
山本真

ま

央
お

さん ( 金城小２年 )、鉄尾　和
なごみ

さん ( 金城
小５年 )、大澤柊

しゅう

斗
と

さん ( 東中１年 )、永松陸
ろう

征
ま

さ
ん ( 東中１年 )

▶︎銅賞
三橋昇

しょう

也
や

さん ( 城陽小１年 )、山下素
もと

広
ひろ

さん ( 城南
小６年 )、宮尾紗

さ

希
き

さん ( 鳥居本中３年 )、吉持克
かつ

哉
や

さん ( 南中３年 )、西村優
ゆう

花
か

さん ( 稲枝中１年 )

秋
季
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰
）

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

防火ポスターコンクールの結果

▶︎
彦
根
市
消
防
長
賞
　

　
久
保
田
優
兵
さ
ん
の
作
品
を
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
し
ま
し
た
。
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部　門
日本画

洋画

彫刻

美術工芸

書

写真

賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選
無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞
市展賞
特選

無鑑査奨励賞

題　名
登り窯
風雅
みのり
朝つゆ
休耕田にも春が
静寂
不確かな存在
廃道mushiyama
石垣の民家　
夏
麦秋
裏通り
故郷を思ふ　
ローテンブルク　
tomorrow
花篭
にらめっこ…アップップー　
森のしじま
切り絵２０１４青森弘前ねぷた
宙瑶
錦秋
海Ⅲ
韓翃の詩２首
夜半のつき
春中田園の作
臨粘葉本和漢朗詠集
李嶠詩
蘇軾句
湖畔の夕照
泥だらけの天使
明日への階
夜明けの峠道
急ぎ足
脅威
花のれん
溯上
湖上に咲く　
朽ち木の叫び

　　氏　名
松居　直子
山田　政一
北村　登久
熊谷　滋美
深田　澄江
澤邊　雅子
小松原　正二
宮田　治男
広瀬　巖
竹原　貞子
江竜　美子
小田柿　弘子
宮地　正子
比喜多　利彌
田中　亨
吉田　好彦
石原　不二子
北村　久美子
山本　勝彦
舟越　一生
伊藤　美子
いとう　けいろう　　
小堀　勝子
森野　美佐子
松田　江美子
小城　美奈
遠藤　啓子
安居　孝昌
若林　武司
前河　栄次
夏川　宗一
髙田　徳一
伊吹　章
強力　美津雄
藤野　保
相田　行雄　　
佐竹　鉄次郎　　
三島　康嗣

住　所
栄町二丁目　
柳川町
小泉町
松原町
日夏町
栄町二丁目　
新海浜一丁目
松原町
松原町
東沼波町
池州町
河原一丁目　
岡町
日夏町
米原市
米原市
日夏町
中藪二丁目　
薩摩町
西今町
東近江市
地蔵町
東近江市
肥田町
新町
日夏町
開出今町
日夏町
西沼波町
正法寺町
須越町
東近江市
大藪町
長曽根南町　
三津町
西今町
栄町二丁目　
日夏町

第
64
回（
平
成
27
年
度
）彦
根
市
美
術
展
覧

会
を
、
９
月
13
日
㈰
か
ら
同
20
日
㈰
ま
で

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
～
」
と
し
て
、総

出
品
数
４
３
４
点
の
中
か
ら
３
７
６
点
の

作
品
を
展
示
し
、
併
せ
て
コ
ン
サ
ー
ト
や

作
品
講
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
連
日
多
く
の
人
が
訪
れ
、
秋

の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
一
般
出
品
の
中
か
ら
、
市
展
賞

６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
16
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
無
鑑
査
出
品
52
点
の
中
か
ら
６

点
が
無
鑑
査
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

▲市展賞および第 45 回
滋賀県芸術文化祭奨励
賞を受賞した美術工芸
部門　北村久美子さん
の「森のしじま」

芸
術
の
秋
を

　
鮮
や
か
に
彩
る

彦
根
市
美
術
展
覧
会
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

プ レ マ マ サ ロ ン 　 ら ら ら ♪

　妊婦友達を作りませんか。妊娠・出産や、こ
れからの子育てのことなどみんなで楽しく話し
ましょう。
日時　11月27日㈮　13：30 〜 15：00

（受付 13:15 〜 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降

の妊婦
持ち物　母子健康手帳
申込　不要
その他　託児はありません。

☆管理栄養士による食生活改善アドバイス☆

健診結果を確認されましたか？ 血圧、血糖値、
中性脂肪などが高かった人は、ぜひこの機会に一
緒に食生活を見直してみませんか。
日時　11月9日㈪、同 20 日㈮ 
　　　9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養

相談を受け付けています。

栄 養 相 談

結核予防事業を推進するため、「複十字シール運
動｣ が全国的に展開されています。

結核まん延国に対する国際協力を行うとともに、
結核・肺がん・COPD（慢性閉塞性肺疾患）を含む胸
部に関する疾患をなくし、健康で明るい社会の実現
のため、複十字シールによる募金活動が行われてい
ます。ご理解とご協力をお願いします。

募金額　複十字シール・封筒組合せ　
　１組　200 円（封筒３枚・シール６枚入り）

申込期間　11月1日㈰〜 12月25日㈮
申込方法　申込場所の窓口で募金と引き換えに「複

十字シール・封筒」をお渡しします。
申込場所　 健康推進課（八坂町・くすのきセンター 2

階）、 保険年金課（市役所 1 階）、 まちづくり推
進室（市役所 1 階）、 社会福祉
課（平田町・福祉センター 2 階）、

支所・各出張所、各地区公民館、
各老人福祉センター、ひこね燦
ぱれす（小泉町）、ひこね市文化
プラザ（野瀬町）、みずほ文化セ
ンター（田原町）、 子どもセン
ター（日夏町）、 市民体育セン
ター（松原町）、ふれあいの館（八
坂町）

受付時間　各施設の開館・開所時間内
問い合わせ先　 健康推進課

複十字シール運動にご協力ください

喫煙は、ニコチン依存です。「タバコのない新しい生
活」、「タバコのない新しい自分」に出会うための一歩を
応援します。
日時　11月18日㈬ 9：00 〜、10：00 〜、11：00 〜
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容　
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶︎肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）
　▶︎たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス

らくらく禁 煙 相 談

11 月は
滋賀の医療福祉を守り育てる月間です

少子高齢化が著しい速さで進んでいます。単
身の高齢世帯が増加している中、特に団塊の世
代が75歳以上の高齢者となる2025年を見据
えて、誰もが住み慣れた場所で自分らしく暮ら
し続け、老いを迎える社会を築くため、県内で
は講演会など様々な取組みが行われています。

詳しくは、医療福祉・在宅看取りの地域創造会
議ホームページ (http://www.chiikisouzoukaigi-shiga.
jp/) をご覧ください。
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

夏
原
湧ゆ

う

　だ
い大

ち
ゃ
ん

（
安
清
東
町
）

伊
藤
志し

音お
ん

ち
ゃ
ん

（
船
町
）

杉
本
藍あ

い

佳か

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

プ レ マ マ の 歯 科 健 診
　
妊娠中は、歯周病にかかりやすいといわれていま
す。歯科健診や正しいブラッシング指導を受けて
みませんか。妊婦さん同士の交流や、赤ちゃんの
歯についての話もあります。
日時　11月26日㈭　13：30 〜 15：30
　　　（受付 13:15 〜 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の

妊婦
申込期間　11月2日㈪〜同16日㈪
持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯ブラシ、コップ、

　口ふきタオル
申込　必要
申込方法　 健康推進課に電話か FAX で申し込

んでください。携帯 QR コードからの申し込み
もできます。　

その他　託児はありません。

◀プレママの歯科
健診の申し込み
ＱＲコード

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

対
象　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

父
ま
た
は
母
（
す
で
に
死
亡
し
て

い
る
場
合
も
含
む
）
の
子
で
、
父

ま
た
は
母
の
被
爆
以
後
に
生
ま

れ
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人

実
施
期
間　

平
成
28
年
１
月
４
日

㈪
～
同
３
月
31
日
㈭　

　

※
原
則
と
し
て
平
日

受
診
で
き
る
医
療
機
関　
彦
根
市

立
病
院
ほ
か
県
内
９
病
院

申
込
期
間　

11
月
２
日
㈪
～
同
30

日
㈪

検
査
項
目　

問
診
、
聴
診
、
血
色

素
検
査
、
血
圧
測
定
、
肝
機
能

　

検
査
な
ど

費
用　

無
料
（
精
密
検
査
費
、
交
通

費
は
除
く
）

そ
の
他　

こ
の
健
康
診
断
を
受
け

て
も
、
被
爆
者
健
康
手
帳
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東
健

康
福
祉
事
務
所
（
彦
根
保
健
所
）

☎
21-

０
２
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

７
５
４
０
番

■乳がん検診【要予約】
対象　40 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年2月26日㈮
受診方法　
①がん検診予約専用電話 24-3719 へ電話　
②受診券はがきが手元に届いたら、医療機関へ

電話予約
③受診券はがき、検診料 500 円を持って受診
■子宮頸がん検診【一部要予約】
対象　20 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年3月31日㈭
受診方法　直接医療機関で受診してください。

乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診
です。
　ただし、がん検診無料クーポン券対象者は受
診できます。

乳がん・子宮頸がん（医療機関検診）

詳しいことは、
「平成 27 年度彦根
市健康診査・がん
検診のお知らせ」
でご確認ください。
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発
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巻
第
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3
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（
平
成
2
7
年
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1
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,7
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

民
間
出
身
初
の
教
育
長 

前
川
さ
ん
退
任

新
教
育
長
は
教
員
出
身
の
善ぜ

ん

住じ
ゅ
うさ

ん

10 月 1 日、4 年間の教育長の任期を
終えた前川恒廣さんの退任式が行われま
した。市民会館に集まった学校関係者など
120 人から拍手と花束を受けました。前
川さんは「教育を通して地域の課題を勉強
できました。」と職務を振り返りました。

翌 2 日、新しい教育長に就任された善住
喜太郎さんの辞令交付が行われました。善
住教育長は、教員として彦根市内の中学校
や、県立高校の校長などを歴任されました。
任期は３年間です。

　　　世界糖尿病デー

　　ブルーライトアップ
11 月 14 日㈯は、「世界糖尿病デー」です。糖尿病について啓

発することを目的に、世界各地の名所が青くライトアップされ、彦
根城も天守を青く照らします。

11月14日㈯ 日没〜 21：00

▲職員から花束を受
け取る前川さん

▲大久保市長から辞令を受ける善住
教育長

人口と世帯数
　　　　　　平成27年10 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,660 人（＋  71）
　55,577 人（＋  47）
　57,083 人（＋  24）
45,838 世帯 （＋  95）

ご当地キャラ博 in 彦根 2015
全国からゆる〜く大集合
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